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國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
主
催
の
五
回
シ
リ
ー
ズ
の
公
開

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
法
文
化
の
な
か
の
創
造
性
―
―
江
戸

時
代
に
探
る
！
」（
平
成
十
四
年
六
月
～
十
六
年
一
月
）
を
収
録
。
日

本
と
中
国
の
古
来
の
法
制
度
が
飛
躍
的
に
発
展
・
結
実
し
た
江
戸

時
代
の
法
の
創
造
を
テ
ー
マ
に
、
そ
の
時
代
を
生
き
た
将
軍
、
幕

府
官
吏
、
下
級
役
人
、
庶
民
の
思
考
の
な
か
か
ら
、
現
代
に
も
通

じ
る
法
意
識
・
法
過
程
を
探
る
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
で
あ
る
。
小
林

宏
氏
「
徳
川
吉
宗
と
法
の
創
造
」
は
、
実
学
的
志
向
と
庶
民
性
を

持
ち
合
わ
せ
た
徳
川
吉
宗
の
中
国
法
研
究
と
そ
の
応
用
に
よ
る
法

創
造
の
手
法
、
さ
ら
に
学
問
・
人
間
・
政
治
観
を
考
察
し
、
大
平

祐
一
氏
「
権
力
者
へ
の
直
訴
―
―
目
安
箱
の
意
義
」
は
近
代
の
法

的
救
済
制
度
の
前
史
と
も
い
う
べ
き
目
安
箱
の
特
別
訴
訟
的
手
続

の
機
能
と
そ
れ
が
果
た
す
法
創
造
に
つ
い
て
論
及
。
吉
田
正
志

氏
「
賭
け
と
裁
判
―
―
湯
起
請
・
鉄
火
・
起
請
文
・
公
事
銭
」
は

湯
起
請
・
鉄
火
と
い
っ
た
古
来
の
「
賭
」
の
要
素
を
も
つ
江
戸
時

代
初
期
の
神
判
を
、
吉
宗
以
降
に
合
理
的
な
裁
判
へ
と
変
容
す
る

近
世
の
訴
訟
制
度
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
意
味
を
探
り
、
神
保
文

夫
氏
「
幕
府
法
曹
と
法
の
創
造
―
―
江
戸
時
代
の
法
実
務
と
実
務

法
学
」
は
、
評
定
所
留
役
、
吟
味
方
与
力
な
ど
幕
府
法
曹
の
活
動

に
み
ら
れ
る
先
例
主
義
に
基
づ
い
た
裁
判
の
状
況
を
考
察
し
、
判

例
が
英
米
以
上
に
重
視
さ
れ
る
日
本
の
法
実
務
の
伝
統
を
指
摘
す

る
。
以
上
の
四
氏
が
一
堂
に
会
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
を
ロ
ー
マ
法
・
民
法
を
専
門
と
す
る
西
村
重
雄
氏
、
司

会
を
高
塩
博
氏
が
務
め
、
江
戸
時
代
の
立
法
、
法
の
運
用
、
司
法

制
度
に
つ
い
て
討
論
し
、
法
文
化
の
創
造
性
と
現
代
社
会
へ
の
可

能
性
を
探
る
。
日
本
が
明
治
維
新
後
、
短
期
間
の
う
ち
に
近
代
国

家
を
形
成
で
き
た
の
は
、
江
戸
時
代
に
そ
の
原
動
力
が
蓄
積
さ
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
と
り
わ
け
法
文
化
の
創
造
に
着
目
し
て
八

代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
歴
史
的
評
価
を
試
み
た
の
が
本
書
の
特
色
で

あ
る
。
法
科
大
学
院
や
裁
判
員
制
度
な
ど
、
法
意
識
が
大
幅
な
変

革
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
現
在
、
西
洋
の
法
文
化
の
導
入
に
よ
り
確
立

し
た
日
本
の
法
制
度
を
見
つ
め
直
す
一
冊
と
い
え
よ
う
。

國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編

『
法
文
化
の
な
か
の
創
造
性
―
江
戸
時
代
に
探
る
―
』

　
　

創
文
社　

平
成
十
七
年
三
月　

Ａ
５
判　

二
三
二
頁　

本
体
三
五
〇
〇
円
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本
書
は
著
者
が
国
立
公
文
書
館
理
事
と
し
て
諸
機
関
で
講
演

し
て
き
た
内
容
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
、

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
今
後
担
う
べ
き
役
割
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　

電
子
情
報
化
発
展
に
よ
り
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
人
々
の
目
に
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
反
面
、
大
量
の
個
人
情
報

流
出
が
問
題
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
認
め
て
き
た
広
い
ア
ク
セ
ス
権

の
制
限
が
検
討
さ
れ
、
か
つ
膨
大
な
記
録
保
存
に
着
手
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
。
著
者
は
「
国
家
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
企
業
・
学

校
等
、
諸
組
織
の
記
録
を
体
系
的
に
残
し
、
組
織
の
円
滑
で
適

切
な
運
営
と
継
続
性
を
保
証
す
る
」
こ
と
、「
記
憶
の
宮
殿
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
記
憶
、
国
家
・
民
族
の
な
か
で
無
化
し
た

記
憶
を
蘇
生
し
、
共
有
す
る
場
を
用
意
す
る
」
こ
と
、「
知
の
遺

産
を
検
証
す
る
「
器
」
と
し
て
、
多
様
な
情
報
資
源
の
保
管
庫
で

あ
る
」
こ
と
の
三
点
を
挙
げ
、
現
代
社
会
の
中
で
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

が
為
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
そ
の
重
要
性
を
各
章
で
纏
め
て
い
る
。

そ
の
上
で
日
々
の
諸
記
録
、
特
に
電
子
化
さ
れ
た
記
録
に
ア
ー
キ

ビ
ス
ト
が
適
切
に
関
わ
り
、
電
子
情
報
に
よ
っ
て
匿
名
化
、
消
去

さ
れ
る
諸
記
録
を
守
り
、
残
し
、
保
存
し
て
い
く
こ
と
が
、
現
在

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
多
く
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
記
録
資
料
を
「
史
料
」
や

「
歴
史
研
究
」
に
特
化
し
て
扱
い
、
そ
れ
を
自
身
の
「
専
門
職
」

と
認
識
し
た
こ
と
が
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
社
会
的
認
知
を
遅
ら
せ

る
一
因
と
な
っ
た
と
述
べ
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
は
記
録
資
料
を
諸

組
織
や
個
人
へ
向
け
て
広
く
提
供
し
、
多
様
な
記
録
を
通
し
て
優

れ
た
提
言
を
行
い
う
る
存
在
と
し
て
歴
史
研
究
者
と
一
線
を
画
す

必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
新
た

な
認
識
、
可
能
性
の
重
要
性
に
注
目
し
て
い
る
。

　

今
ま
で
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
あ
り
方
に
疑
問

を
投
げ
か
け
、
そ
の
本
来
の
あ
り
方
、
成
す
べ
き
使
命
に
つ
い
て

語
ら
れ
る
本
書
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
つ
い
て
新
た
に
視
野
を
広

げ
え
る
一
冊
と
な
る
だ
ろ
う
。

大
濱
徹
也
著

『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
へ
の
眼
―
記
録
の
管
理
と
保
存
の
哲
学
―
』

　
　

刀
水
書
房　

平
成
十
九
年
十
二
月　

Ａ
５
判　

二
一
一
頁　

本
体
二
二
〇
〇
円
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坂
野
潤
治
著

『
日
本
憲
政
史
』

　
　

東
京
大
学
出
版
会　

平
成
二
十
年
六
月　

Ａ
５
判　

二
四
〇
頁　

本
体
三
五
〇
〇
円

　

本
書
は
「
憲
法
起
草
運
動
と
国
会
開
設
運
動
、解
釈
改
憲
論
（
天

皇
機
関
説
）
と
普
通
選
挙
運
動
（
民
本
主
義
）
の
双
方
を
含
ん
だ
も

の
」
と
し
て
「
日
本
憲
政
史
」
を
定
義
し
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、「
苟
も
憲
政
史
と
名
付
く
る
以
上
は
、
少
く
と
も
、
立

憲
思
想
の
発
達
史
と
憲
法
制
定
史
と
を
前
提
と
し
、
憲
法
の
実
施

史
即
ち
憲
法
運
用
史
、
こ
れ
を
内
容
的
に
見
て
、
議
会
史
と
政
党

史
と
を
叙
述
し
、
更
ら
に
ま
た
憲
法
学
説
史
に
も
筆
を
及
ぼ
さ
ゞ

れ
ば
、
そ
の
体
を
為
さ
ぬ
と
信
ず
る
の
で
あ
る
」
と
、「
日
本
憲

政
史
」
の
創
始
者
尾
佐
竹
猛
が
記
し
た
定
義
に
合
致
す
る
。
構
成

は
、「
序
章
」、「
第
一
章　

幕
末
議
会
論 

―
土
佐
要
因
と
薩
摩
要

因
」、「
第
二
章　

幕
末
議
会
論
と
大
阪
会
議
」、「
第
三
章　

明
治

一
四
年
の
政
変
」、「
第
四
章　

明
治
憲
法
体
制
の
発
足
」、「
第
五

章　

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
「
憲
政
」」、「
第
六
章　

政
党
内
閣

体
制
の
展
開
と
そ
の
限
界
」、「
第
七
章　

危
機
の
中
の
「
憲
政
」」、

「
第
八
章　

天
皇
機
関
説
的
独
裁
か
天
皇
主
権
説
的
憲
政
常
道
か
」

「
第
九
章　

合
法
フ
ァ
ッ
シ
ョ
、
協
力
内
閣
、
人
民
戦
線
」「
終
章

　

戦
前
憲
政
史
の
終
幕
」。

著
者
の
坂
野
潤
治
氏
は
、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授
、

千
葉
大
学
法
経
学
部
教
授
な
ど
を
経
て
現
在
東
京
大
学
名
誉
教

授
。
近
代
日
本
政
治
史
を
専
門
と
す
る
。
氏
の
著
作
は
、
ほ
か
に

『
明
治
憲
法
体
制
の
確
立
』（
昭
和
四
十
六
年
、東
京
大
学
出
版
会
）、『
近

代
日
本
の
国
家
構
想
』（
平
成
八
年
、
岩
波
書
店
）、『
未
完
の
明
治

維
新
』（
平
成
十
九
年
、
筑
摩
書
房
）
な
ど
が
あ
る
。

本
書
は
、
尾
佐
竹
猛『
日
本
憲
政
史
大
綱
』上
巻
・
下
巻
（
昭
和

十
三
年
・
同
十
四
年
、
日
本
評
論
社
）、
稲
田
正
次
『
明
治
憲
法
成
立

史
』
上
・
下
（
昭
和
三
十
五
年
・
同
三
十
七
年
、
有
斐
閣
）
な
ど
が
対

象
と
し
て
詳
細
に
検
討
し
た
「
立
憲
思
想
の
発
達
史
と
憲
法
制
定

史
」（
本
書
第
一
章
・
第
二
章
で
概
括
）
を
描
く
の
み
な
ら
ず
、
尾
佐

竹
が
除
外
し
た
「
憲
法
運
用
史
」
を
対
象
と
し
て
「
議
会
史
と
政

党
史
」
と
を
叙
述
し
、「
憲
法
学
説
史
」
に
も
筆
を
及
ぼ
し
た
と

こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。「
幕
末
か
ら
日
中
戦
争
ま
で
の
七
〇
余
年

間
」を
扱
っ
て「
戦
前
憲
政
史
」を
通
史
的
に
捉
え
た
一
冊
で
あ
る
。
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本
書
は
、
神
道
文
化
会
の
六
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

企
画
、
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
、
キ
リ
ス
ト
教
圏
に
於

い
て
活
発
に
議
論
さ
れ
て
き
た
「
生
命
倫
理
」
の
問
題
に
つ
い
て
、

神
道
の
視
点
で
考
え
る
こ
と
が
企
画
さ
れ
、
神
道
学
専
攻
の
学
生

や
医
療
系
大
学
の
大
学
院
生
な
ど
、
多
方
面
か
ら
の
応
募
が
な
さ

れ
た
。
本
書
の
中
心
で
も
あ
る
懸
賞
論
文
は
、
小
林
威
朗
氏
「
神

道
の
生
命
倫
理
―
臓
器
移
植
を
中
心
に
―
」、唐
澤
太
輔
氏
「「
産
霊
」

と
生
命
の
始
ま
り
の
問
題
に
関
す
る
一
考
察
―
再
生
医
療
に
お
け
る

受
精
卵
の
取
扱
い
を
中
心
に
―
」、
木
村
恭
子
氏
「
神
道
と
生
命
倫

理
」、
中
村
香
代
子
氏
「
神
道
と
「
生
命
倫
理
学
」
に
お
け
る
方

法
論
の
一
考
察
」、
宮
本
誉
士
氏
「
乃
木
希
典
の
死
生
観
―
近
代

の
忠
誠
・
武
士
道
と
「
死
生
観
」
―
」
の
五
本
と
な
っ
て
い
る
。

　

小
林
氏
は
、
臓
器
移
植
の
問
題
に
触
れ
、
延
命
こ
そ
第
一
と
す

る
一
元
的
死
生
観
に
あ
る
「
不
自
然
さ
」
を
、
記
紀
を
拠
り
所
と

し
て
検
証
し
、
臓
器
移
植
へ
の
否
定
的
立
場
を
明
確
に
し
て
い
る
。

唐
澤
氏
は
、
生
命
の
発
祥
に
つ
い
て
、
生
命
誕
生
に
関
わ
る
「
神

の
御
所
為
」（「
産
霊
」）
が
、
近
世
の
神
道
思
想
家
た
ち
に
よ
っ
て

如
何
に
説
か
れ
た
の
か
を
論
じ
て
い
る
。
宮
本
氏
は
、
乃
木
希
典

将
軍
の
死
生
観
に
つ
い
て
、
そ
の
生
い
立
ち
か
ら
殉
死
に
至
る
ま

で
を
、
師
友
と
の
人
間
関
係
を
も
と
に
検
証
し
、
そ
の
生
き
方
を

広
い
階
層
で
受
け
止
め
た
日
本
人
の
心
象
に
迫
っ
て
い
る
。
中
村

氏
は
、「
生
命
倫
理
学
」
の
概
念
規
定
か
ら
論
を
進
め
、
か
つ
て

村
岡
典
嗣
ら
が
倫
理
学
の
枠
内
に
於
い
て
神
道
を
如
何
に
捉
え
て

い
た
の
か
、
か
つ
て
の
研
究
者
に
よ
る
方
法
論
と
学
説
を
分
析
し

て
い
る
。
木
村
氏
は
、
科
学
技
術
発
展
に
よ
っ
て
齎
さ
れ
る
恩
恵

と
は
裏
腹
に
、
宗
教
的
情
操
を
失
い
つ
つ
あ
る
現
代
社
会
に
注
目

し
、
神
道
が
社
会
回
復
力
と
成
り
得
る
の
か
を
論
じ
て
い
る
。
い

ず
れ
も
新
進
気
鋭
の
若
手
に
よ
る
作
品
で
あ
り
、
刺
激
的
で
あ
る
。

し
か
も
、
長
い
実
績
を
重
ね
た
斯
学
の
研
究
成
果
と
も
併
読
で
き

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
は
重
厚
で
あ
る
。
巻
末
に
は
、

「
神
道
と
生
命
倫
理
関
係
論
文
一
覧
（
抄
）」
も
付
さ
れ
、
読
者
を

満
足
さ
せ
る
に
十
分
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

神
道
文
化
会
編

『
神
道
と
生
命
倫
理
』

　
　

弘
文
堂　

平
成
二
十
年
七
月　

Ａ
５
判　

二
四
〇
頁　

本
体
三
〇
〇
〇
円
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丹
生
谷
哲
一
著

『
増
補 

検
非
違
使
―
中
世
の
け
が
れ
と
権
力
―
』

　
　

平
凡
社　

平
成
二
十
年
八
月　

Ｈ
Ｌ
判　

四
八
〇
頁　

本
体
一
七
〇
〇
円

　

本
書
は
、
昭
和
六
十
一
年
に
刊
行
さ
れ
、
こ
の
た
び
さ
ら
に
、

新
稿
を
増
補
の
う
え
で
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
本
書
の

構
成
に
つ
い
て
以
下
に
記
す
と
、
Ⅰ
検
非
違
使
と
キ
ヨ
メ
、
Ⅱ
非

人
施
行
と
公
武
政
権
、
Ⅲ
中
世
前
期
に
お
け
る
非
人
、
Ⅳ
散
所
非

人
、
Ⅴ
修
正
会
と
検
非
違
使
、
Ⅵ
室
町
幕
府
の
下
級
官
人
―
公
人

を
中
心
に
―
、
そ
し
て
今
回
増
補
さ
れ
た
、
府
論 
賀
茂
祭
と
検

非
違
使
の
位
置
、
と
な
っ
て
い
る
。
周
知
の
如
く
、
検
非
違
使
は

平
安
時
代
に
設
置
さ
れ
、
軍
事
権
・
警
察
権
を
司
っ
た
令
外
の
官

で
あ
っ
た
が
、
著
者
は
、
こ
の
検
非
違
使
の
も
う
一
つ
の
重
要
な

側
面
に
着
目
し
、
そ
の
実
は
中
世
に
於
け
る
天
皇
の
行
幸
や
祭
礼
、

大
葬
な
ど
の
国
家
的
行
事
に
於
け
る
「
清
め
」
の
役
割
を
職
掌
と

し
て
い
た
こ
と
、
な
か
ん
ず
く
中
世
期
の
被
差
別
民
を
統
轄
し
、

「
穢
れ
」
を
管
理
す
る
権
力
を
有
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
史

料
に
基
づ
き
な
が
ら
指
摘
し
て
い
る
。
中
世
期
王
朝
の
特
質
と
は

何
で
あ
っ
た
の
か
、
身
分
制
の
形
成
に
も
深
い
関
係
性
を
持
っ
た

と
さ
れ
る
検
非
違
使
の
、
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
た
内
容
と
な
っ

て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
特
に
新
稿
「
賀
茂
祭
と
検
非
違

使
の
位
置
」
で
は
、
中
世
期
に
於
け
る
賀
茂
祭
が
、
二
十
二
社
奉

幣
に
与
っ
た
他
の
諸
社
祭
と
は
異
な
っ
た
点
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
特
異
な
点
と
は
、
賀
茂
斎
院
や
斎
院
禊
祭
と
い
っ

た
面
で
は
な
く
、
検
非
違
使
が
祭
列
の
先
頭
を
渡
っ
た
こ
と
を
論

証
す
る
こ
と
で
、
賀
茂
祭
に
於
け
る
検
非
違
使
の
果
た
し
た
役
割

を
浮
彫
り
と
し
、
そ
の
内
実
と
は
一
体
何
で
あ
っ
た
の
か
、
博
捜

し
た
諸
史
料
を
基
と
し
て
考
証
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
も
の
が

あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
検
非
違
使
に
関
す
る
研
究
は
汗
牛
充
棟
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
が
、
従
来
の
表
層
面
で
論
じ
ら
れ
た
検
非
違
使

の
存
在
が
、
中
世
社
会
の
根
深
い
部
分
に
も
役
割
を
及
ぼ
し
て
い

た
こ
と
を
本
書
は
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
で
示
さ
れ

た
新
し
い
知
見
が
、
今
後
の
日
本
中
世
史
研
究
の
進
展
に
色
合
い

を
増
す
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
一
般

江
湖
に
も
推
奨
す
る
も
の
で
あ
る
。
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従
来
、
戦
国
時
代
に
つ
い
て
は
、
大
名
の
群
雄
割
拠
が
割
合
の

大
半
を
占
め
、
そ
の
水
面
下
に
あ
る
生
活
者
達
の
存
在
は
等
閑
視

さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
本
書
は
、
そ
の
生
活
者
、
特
に
村
落

生
活
者
の
歴
史
に
目
を
向
け
た
も
の
で
あ
る
。
村
と
い
う
共
同
体

の
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
争
論
・
和
合
と
い
っ
た
駆
け
引
き
の
中

に
あ
っ
て
、
村
落
生
活
者
の
実
体
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
の
か
。
本
書
は
、
史
料
の
裏
付
け
を
丹
念
に
行
う
こ
と
で
、
そ

の
一
つ
一
つ
の
事
例
に
つ
い
て
実
証
的
な
方
法
で
真
相
に
近
づ

い
て
い
る
。
本
書
構
成
は
、
第
一
章 

言
葉
戦
い
、
第
二
章 
身
代

わ
り
の
作
法
・
わ
び
ご
と
の
作
法
、
第
三
章 

村
の
扶
養
者
、
第

四
章 

村
の
牢
人
、
第
五
章 

村
の
若
衆
、
第
六
章 

落
書
・
高
札
・

褒
美
、
第
七
章 

逐
電
と
放
状
、
第
八
章 

村
の
故
戦
防
戦
法
、
第

九
章 

中
世
庄
屋
の
実
像
、
第
十
章 

領
主
政
所
と
村
寄
合
、
第
十

一
章 

在
地
領
主
の
勧
農
と
民
俗
、
第
十
二
章 

村
堂
の
落
書
き
―

「
忘
れ
ら
れ
た
霊
場
」
に
よ
せ
て
、
の
全
十
二
章
。
取
り
上
げ
ら

れ
た
幅
広
い
内
容
の
中
で
、
特
に
興
味
深
い
こ
と
は
、
第
一
章
で

論
じ
ら
れ
る
「
コ
ト
バ
タ
タ
カ
イ（
言
戦
・
詞
た
た
か
い
）」
と
い
っ

た
取
り
決
め
が
、
合
戦
に
あ
っ
て
は
、
軍
の
大
将
格
の
間
の
み
な

ら
ず
、
村
同
士
の
争
い
に
も
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
戦
国
と

い
う
無
法
・
無
秩
序
・
雑
然
と
い
っ
た
印
象
を
臭
わ
せ
る
中
に

あ
っ
て
、
著
者
が
見
た
村
落
社
会
に
は
、
自
治
と
し
て
村
の
基
盤

を
支
え
る
根
強
い
決
ま
り
と
し
て
の
「
法
」（
村
社
会
の
「
自
力
」）

が
あ
っ
た
と
い
う
。
戦
記
物
な
ど
に
記
さ
れ
た
両
軍
の
大
将
が
双

方
に
じ
り
出
て
論
戦
す
る
「
言
戦
」
の
形
式
が
、
中
世
末
か
ら
近

世
に
掛
け
て
は
、
雑
兵
や
凡
下
な
ど
一
般
兵
卒
が
行
う
よ
う
に
な

り
、
次
第
に
長
陣
の
退
屈
し
の
ぎ
の
余
興
や
な
ぐ
さ
み
と
な
り
、

芸
能
へ
の
転
化
と
も
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
氏
は
、
言
葉
の
争

い
は
「
神
の
争
い
」
で
も
あ
り
、
言
戦
に
耐
え
得
る
力
量
を
有
す

る
か
否
か
、
大
将
の
資
格
を
も
試
す
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

無
法
時
代
と
さ
れ
る
戦
国
時
代
に
あ
っ
て
、
一
つ
の
取
り
決
め
と

し
て
の
「
法
」
が
存
在
し
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
「
言
霊
」
と

も
い
う
べ
き
法
則
に
則
っ
て
い
た
と
の
指
摘
は
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

藤
木
久
志
著

『
戦
国
の
作
法
』

　
　

講
談
社　

平
成
二
十
年
十
月　

Ａ
５
判　

三
〇
九
頁　

本
体
一
〇
五
〇
円
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大
正
十
三
年
に
発
足
し
た
明
治
文
化
研
究
会
は
、
宮
武
外
骨
が

吉
野
作
造
に
話
を
も
ち
か
け
、
吉
野
が
尾
佐
竹
猛
・
石
井
研
堂
な

ど
を
誘
い
、
さ
ら
に
幾
人
か
の
好
事
家
が
集
い
結
成
さ
れ
た
、
文

字
通
り
明
治
文
化
を
研
究
す
る
会
で
あ
る
。
初
代
会
長
に
は
吉
野

が
就
任
し
た
。
同
会
は
関
東
大
震
災
を
契
機
に
、
貴
重
な
文
化
的

資
料
が
散
逸
す
る
こ
と
へ
の
危
機
感
か
ら
出
発
し
、「
明
治
初
期

以
来
の
社
会
万
般
の
事
相
を
研
究
し
、
こ
れ
を
我
が
国
民
史
の
資

料
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、「
機
関
雑
誌
を
発

行
し
時
々
講
演
会
及
び
展
覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
」
を
事
業
と
し

た
研
究
会
で
あ
っ
た
。
機
関
雑
誌
の
名
称
は
『
新
舊
時
代
』（
後

に
『
明
治
文
化
研
究
』『
明
治
文
化
』）。
同
会
に
よ
る
『
明
治
文
化
全

集
』
の
編
纂
は
著
名
で
あ
ろ
う
。

　

本
書
『
明
治
文
化
研
究
会
と
明
治
憲
法
』
は
、
斯
様
な
会
の
主

要
な
構
成
員
で
あ
っ
た
宮
武
外
骨
・
吉
野
作
造
・
尾
佐
竹
猛
を
中

心
に
、
彼
ら
と
明
治
憲
法
と
の
関
わ
り
を
辿
り
、
憲
法
制
定
の
裏

面
史
を
垣
間
見
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

吉
野
作
造
が
大
正
十
年
、
本
郷
の
古
本
屋
で
発
見
し
た
『
西
哲

夢
物
語
』
は
、「
日
本
の
大
官
が
ド
イ
ツ
人
学
者
か
ら
受
け
た
憲

法
講
義
の
筆
記
、
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
の
翻
訳
、
そ
し
て
日
本
憲
法

の
草
案
が
綴
じ
合
わ
さ
れ
」
た
も
の
で
、
吉
野
の
憲
法
制
定
史
研

究
は
こ
の
書
を
め
ぐ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
尾
佐
竹
猛
の
憲

法
制
定
史
研
究
中
の
核
心
的
部
分
で
あ
る
、
伊
藤
博
文
が
秘
密
裡

に
憲
法
草
案
を
作
成
し
た
明
治
二
十
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
記

述
は
、
吉
野
作
造
の
『
西
哲
夢
物
語
』
研
究
に
依
拠
し
て
い
る
。

そ
し
て
、「
大
日
本
頓
智
研
法
」
で
石
川
島
監
獄
に
下
っ
た
宮
武

外
骨
は
、『
西
哲
夢
物
語
』
事
件
に
関
わ
っ
た
活
動
家
と
監
獄
で

出
会
い
、
生
涯
の
友
と
な
っ
た
。

　

伊
藤
博
文
た
ち
に
よ
る
明
治
憲
法
起
草
の
動
き
、
明
治
文
化
研

究
会
同
人
に
よ
る
憲
法
観
や
憲
法
制
定
史
研
究
の
内
容
、
さ
ら
に

そ
の
間
を
つ
な
ぐ
秘
密
出
版
物
『
西
哲
夢
物
語
』
の
謎
解
き
を
通

し
て
、「
明
治
文
化
研
究
会
と
明
治
憲
法
」
の
関
わ
り
を
論
じ
た

一
冊
で
あ
る
。

堅
田
剛
著

『
明
治
文
化
研
究
会
と
明
治
憲
法
―
宮
武
外
骨
・
尾
佐
竹
猛
・
吉
野
作
造
―
』

　
　

御
茶
の
水
書
房　

平
成
二
十
年
十
一
月　

Ａ
５
判　

三
三
〇
頁　

本
体
四
五
〇
〇
円
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東
京
・
神
田
神
社
で
執
り
行
わ
れ
る
二
年
に
一
度
の
祭
礼
―
神

田
祭
。
徳
川
将
軍
の
上
覧
を
仰
い
だ
こ
と
か
ら
、
今
で
も
天
下
祭

と
呼
ば
れ
、
日
本
三
大
祭
や
江
戸
三
大
祭
に
も
数
え
ら
れ
る
江
戸

東
京
き
っ
て
の
祭
礼
で
あ
る
。
本
書
は
神
田
祭
の
歴
史
を
江
戸
時

代
か
ら
明
治
時
代
を
中
心
に
、
絵
巻
や
錦
絵
、
古
写
真
を
使
い
視

覚
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
に
お
け
る
神
田
祭
の
祭
礼
行
列
―
神
輿
、
山
車
、
附

祭（
つ
け
ま
つ
り
）、
御
雇
祭
、
神
職
・
武
家
・
町
人
―
、
行
列
の

巡
行
路
、
祭
り
を
彩
る
音
曲
や
舞
踊
、
人
形
や
ハ
リ
ボ
テ
と
い
っ

た
造
り
物
、
仮
装
行
列
、
祭
礼
番
附
な
ど
細
部
に
わ
た
る
諸
要
素

を
と
り
あ
げ
、
神
田
祭
を
は
じ
め
と
す
る
江
戸
の
祭
礼
が
江
戸
の

文
化
を
凝
縮
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た

徳
川
将
軍
の
上
覧
や
群
が
る
見
物
人
の
様
子
を
活
写
し
、
江
戸
の

祭
礼
が
江
戸
全
て
を
飲
み
込
ん
で
行
わ
れ
た
一
大
行
事
で
あ
っ
た

こ
と
を
紹
介
。『
神
田
明
神
祭
礼
図
巻
』（
徳
川
美
術
館
所
蔵
）や
『
祭

礼
帖
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
）な
ど
の
未
公
開
資
料
も
収
録
。

　

さ
ら
に
目
先
は
神
田
祭
の
近
代
化
へ
と
う
つ
る
。
明
治
以
降
、

神
田
祭
ほ
か
江
戸
の
祭
礼
は
「
東
京
」
の
祭
礼
と
な
り
、
近
代

化
・
文
明
開
化
政
策
に
よ
り
他
の
文
化
や
風
俗
と
と
も
に
取
締
や

規
制
の
対
象
と
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
江
戸
の
祭
礼
に
つ
き
も
の

で
あ
っ
た
山
車
や
附
祭
が
徐
々
に
姿
を
消
し
て
い
き
、
神
輿
渡
御

中
心
の
祭
礼
へ
と
切
り
替
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
そ
の
代
わ
り

「
国
家
の
祝
祭
」
に
再
び
山
車
や
附
祭
は
姿
を
現
す
よ
う
に
な
る
。

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
十
一
月
六
日
、
明
治
天
皇
の
御
東
幸
に

よ
り
東
京
の
人
々
に
二
九
四
〇
樽
の
酒
が
振
舞
わ
れ
た
い
わ
ゆ

る
「
天
盃
頂
戴
」
で
、
江
戸
東
京
の
人
々
は
総
出
で
山
車
や
附
祭

を
出
し
皇
城
周
辺
を
練
り
歩
き
天
皇
の
御
東
幸
を
祝
っ
た
。
以
後
、

大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
奉
祝
、
奠
都
三
十
年
祝
賀
会
、
日
清
・
日

露
戦
役
凱
旋
奉
祝
な
ど
国
家
の
祝
祭
に
は
、
必
ず
山
車
や
附
祭
な

ど
「
江
戸
の
祭
礼
」
が
顔
を
出
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
国
家
の

祝
祭
と
祭
礼
の
近
代
化
に
目
を
向
け
て
い
る
こ
と
も
本
書
の
特
徴

と
い
え
る
。

木
下
直
之
・
福
原
敏
男
編

『
鬼
が
ゆ
く
　
江
戸
の
華
　
神
田
祭
』

　
　

平
凡
社　

平
成
二
十
一
年
四
月　

Ｂ
6
判　

一
二
六
頁　

本
体　

二
〇
〇
〇
円




